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レ シ ピ
お す す め
JA ふれあい食材

今月の営農情報Farming InformationFarming Information

・天然ピンクえび.........100g
・サニーレタス...........3〜4枚
・きゅうり.....................1/2本
・ゆで卵............................2個
・にんにく..........................1片
・粉チーズ.................小さじ2

・黒こしょう....................適量
・オリーブオイル......小さじ2
・しょう油...................小さじ1
 　マヨネーズ............大さじ1
 　牛乳......................小さじ2

　

営
農
企
画
部 
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
い
手
推
進
課

で
は
、
５
月
23
日
に
「
令
和
元
年
度 

第

１
回 

Ｊ
Ａ
担
い
手
支
援
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
管

理
者
・
担
当
者
研
修
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
今
回
の
研
修
会
の
主
な
目
的
は
、

農
家
や
農
業
法
人
に
訪
問
し
た
際
に
、

課
題
や
要
望
を
聴
き
取
る
手
法
お
よ
び

農
業
分
野
の
労
働
力
に
対
し
て
研
修
す

る
こ
と
で
あ
り
、
合
計
25
名
の
担
い
手

担
当
管
理
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
「
こ
こ

ろ
ん
」
の
常
務
理
事
で
あ
る
熊
田
芳
江

様
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
農
業
労

働
力
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
農

福
連
携
に
つ
い
て
）」
と
い
う
演
題
を
講

演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
農
福
連
携
と
は
、

障
が
い
者
が
農
業
分
野
に
お
け
る
活
躍

を
通
し
て
、
自
信
や
生
き
が
い
を
創
出

し
、
社
会
参
画
を
促
す
取
組
み
で
あ
り
、

担
い
手
の
高
齢
化
と
減
少
が
進
む
農
業

分
野
と
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
が
働
く

場
の
確
保
を
求
め
る
福
祉
分
野
の
連
携

に
よ
り
、
お
互
い
が
ｗ
ｉ
ｎ
︱
ｗ
ｉ
ｎ
の

関
係
に
な
る
取
り
組
み
で
す
。

　

熊
田
理
事
か
ら
は
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
事
例
と
し
て
、
障
が
い
者
に
よ
る

農
作
業
実
施
、
農
産
物
直
売
所
の
立
ち

上
げ
、
経
過
を
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
は
大
き
く
４
種
類
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
類
で

仕
事
に
適
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
適
性

を
間
違
わ
な
け
れ
ば
農
業
分
野
に
と
っ

て
も
大
き
な
支
援
力
と
な
る
こ
と
を
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
お
よ
び
Ｊ

Ａ
福
島
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
業
全
般
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
機

能
の
強
化
を
通
し
て
、
担
い
手
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
誠
心
誠
意
、
頑

張
り
ま
す
!!

　

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
農
薬
散
布
に
関
す
る
大
幅
な
規

制
緩
和
が
行
わ
れ
、
農
薬
散
布
事
故
の

発
生
増
加
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

肥
料
農
薬
課
で

は
「
豆
つ
ぶ
」
剤
に

よ
る
事
故
抑
制
と

作
業
効
率
化
に
対

す
る
効
果
の
検
証

を
目
的
と
し
て
農

機
メ
ー
カ
ー
、
農
薬

メ
ー
カ
ー
の
協
力
を

受
け
、
全
農
と
ク
ミ

ア
イ
化
学
工
業
㈱
が

共
同
開
発
し
た
新
規

成
分
を
含
む
新
規

水
稲
除
草
剤
の
豆
つ

ぶ
剤
を
移
植
後
、
水

田
に
試
験
散
布
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
試
験
に
よ

り
、
剤
型
の
選
択
に

よ
る
事
故
抑
制
の
可

能
性
と
散
布
作
業
の

効
率
化
、さ
ら
に
は
、

操
縦
者
の
技
量
を
カ

バ
ー
で
き
る
こ
と
が

検
証
さ
れ
ま
し
た
。
肥
料
農
薬
課
で
は

今
後
も
関
係
メ
ー
カ
ー
と
協
力
し
農
薬

に
よ
る
事
故
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今月の主な行事予定

レタスたっぷりシーザーサラダ

●材料は 1 人分が基準になっております。
●盛付例はイメージです。
※ 材料の野菜がない場合は家庭にあるお好きな野菜をお

使い下さい。

７月にお届けする材料を使用したレシピです

編
集
後
記

　福島県では、今月から桃の出荷が始まります。
　桃はいつ頃から栽培が始まったと思いますか ?　鳥取県青谷
上寺地遺跡から桃の実 23 個が発見されています。この遺跡は、
弥生時代（紀元前 1000 年から紀元後 300 年）のものになり
ます。このことから、大昔から桃が栽培されていたことが分か
ります。桃は、昔から神聖な食べ物とも言われてきました。
　古事記の中に、伊弉諾尊（イザナギノミコト）が黄泉の国か
ら逃げてきたときに、黄泉平坂（よもつひらさか）に生えてい
た桃の木から実 3 個を取って地獄の軍勢に投げつけたところ、
地獄の軍勢は、黄泉の国に帰っていった、と記されています。
　福島県は、桃の生産量が山梨県に次いで全国２位になってお
ります。
　今年も美味しい桃を全国にお届けします。

7月5日 園芸部 桃の初セリイベント

7月6日～7日 愛情館 ＪＡ常陸にじのなか
とうもろこし祭り

7月10日～11日 園芸部 第63回全国ナシ研究大会福島大会

7月10日～12日 生産資材部 アグリフェア2019

7月13日～15日 愛情館 ＪＡおきなわフェア
ゆんた市場　マンゴー中心に販売

7月20日～21日 愛情館 ＪＡおきなわフェア　
ちゃんぷる～市場　海ブドウ等を販売

7月23日 園芸部 キュウリビズオープニングセレモニー

7月26日 管理部 全農　第43回通常総代会

7月27日～28日 愛情館 愛情館　夏祭り、桃も登場!!

 凡例：　　　低い（少ない）　　　平年並　　　高い（多い）
 （仙台管区気象台　発表）

A

作り方

❶�サニーレタスは手でちぎる。きゅうりは包丁の腹や、めん棒
などでたたき、一口大に割る。にんにくはみじん切りにする。
❷�解凍したえびは水気を拭き取る。ゆで卵は4等分に切る。
❸�フライパンにオリーブオイル、にんにくを入れて熱し、香りが
立ったら、えび、しょう油を加えてさっと炒め合わせる。
❹�器にサニーレタス、きゅうり、ゆで卵、③を盛り、混ぜ合わ
せたAをかけ、粉チーズ、黒こしょうを振る。

材　料

生産資材部

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
「
豆
つ
ぶ
」
水
稲
除

草
剤
の
散
布
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

営農企画部

Ｊ
Ａ
担
い
手
支
援（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）管
理
者・

担
当
者
研
修
会
の
実
施
に
つ
い
て

7月1日 ＪＡライフクリエイト福島 エーコープマーク品の紹介について

7月2日 米穀部 営農相談室(米用水分計の点検について)

7月8日 畜産部 乳牛の夏期管理について

7月9日. 園芸部 営農相談室（遮光資材について）

7月15日. 生産資材部 土づくり資材について

7月22日. 園芸部 夏秋青果物販売促進活動について

7月29日. ＪＡライフクリエイト福島 JA葬祭について

東北地方の長期予報
＜予想される向こう１か月の天候＞
　向こう1か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、降水量
等の確率は以下のとおりです。
　東北日本海側では、平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。東北太平洋
側では、平年に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。
　向こう1か月の日照時間は、東北太平洋側で平年並または少ない確率ともに
40% です。
　週別の気温は、1週目は、高い確率 50% です。2 週目は、東北日本海側で
平年並の確率 50%、東北太平洋側で平年並または低い確率ともに 40% です。
＜気温、降水量、日照時間の各階級の確率（％）＞
6月22日〜7月21日

【気　　温】東北日本海側 30 30 40
【気　　温】東北太平洋側 30 40 30
【降 水 量】東北日本海側 40 30 30
【降 水 量】東北太平洋側 30 30 40
【日照時間】東北日本海側 30 30 40
【日照時間】東北太平洋側 40 40 20

＜気温経過の各階級の確率（％）＞
6月22日〜6月28日 東北地方 20 30 50
6月29日〜7月5日 東北日本海側 30 50 20
6月29日〜7月5日 東北太平洋側 40 40 20
7月6日〜7月19日 東北地方 40 30 30

令和元年　第 1 回 JA-TAC 管理者研修会
5/23　於：JA 福島ビル 71 会議室

社会福祉法人こころん
常務理事　施設長　熊田芳江氏


